
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































秋 秋 秋 時

〈
表
１
〉幽
州
幽
州
魏
州 #
$
臨

邯
鄲
邯
鄲
滑
州
宋
%
地
點
「
幽
州
胡
馬
客
歌
」
、
「
鄒
衍
谷
」
、
「
&崔
度

'度
故
人
禮
部
員
外
國
輔
之
子
」
、
「
出
自
薊
北
門
行
」
「
行
行
且
獵
篇
」
「
魏
郡
別
蘇
明
府
因
北
」
「

#
$明
府
(聿
」
「
臨
縣
令
)弟
」
「
自
廣
*乘
醉
走
馬
六
十
里
至
邯
鄲
登
%樓
覽
古
書
懷
」
「
邯
鄲
南
亭
+妓
」
、
「
邯
鄲
才
人
嫁
爲
厮
,卒
-」
、
「
登
邯
鄲
洪
波
臺
置
酒
+發
兵
」
「
發
白
馬
」
「
留
.于
十
一
兄
逖
裴
十
二
塞
垣
」
詩
題
「
雖
居
燕
支
山
、
不
朔
/
0」
「
幽
燕
沙
/地
」
「
燕
山
/
1大
如
席
」
「
孟
風
沙
緊
」
「
胡
馬
秋
肥
宜
白
2」
「
金
鞭
拂
/揮
鳴
鞘
」
「
美
人
誇
3
4、
淇
水
流
碧
玉
」
「
5邑
樹
桃
李
、
垂
陰
亦
流
芬
」「
桑
柘
6
7雲
」
「
揚
鞭
動
柳
色
、
寫
8春
風
生
」
「
深
9翳
:
2」
「
帳
飮
/
;酲
」「
凌
晨
向
燕
京
」
<：
燕
趙
、
時
將
薊
門
（
２
）
「
天
狼
正
可
射
」
「
蕭
條
=里
外
」
「
悲
吟
雨
/動
林
木
」
「
拂
爾
裘
上
霜
」
詩
句
を
驅
り
て
貴
を
ぐ
」
）
と
べ
て
い
る
。
詩
の
中
で
、
自
ら
幽
州
か
ら
歸
っ
て
き
た
時
の
景
を
べ
て
い
る
が
、
い
つ
っ
て
き
た
か
は
見
て
と
れ
な
い
。
わ
ず
か
に
、
も
と
の
を
っ
て
っ
て
き
た
こ
と
が
、
確
定
で
き
る
に
ぎ
な
い
。
李
白
は
幽
州
に
赴
い
て
後
は
、
す
ぐ
に
宣
州
に
歸
っ
て
い
る
。
彼
は
宣
州
に
お
い
て
二
首
の
詩
の
中
で
こ
の
こ
と
に
觸
れ
て
い
る
。
一
つ
は
詩
の
	頭
に
「
太

三

、
明
星
玉
女
峰
。
仙
下
西
嶽
、
陶
令
忽
相
逢
。
」
（
「
太

の
三

、
明
星
玉
女
峰
。
仙
を
ね
て
西
嶽
を
下
り
、
陶
令
忽
ち
に
相
ひ
逢
ふ
。
」
）
と
あ
る
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
宣
州
に
歸
っ
て
き
た
ば
か
り
の
時
の
作
品
で
あ
り
、
幽
州
か
ら
魏
州
へ
、
さ
ら
に

山
か
ら
宣
に
到
っ
た
と
想
像
で
き
る
。
か
な
り
の
時
を
し
た
思
わ
れ
る
。
も
う
一
首
で
は
「
懷
恩
欲
報
、
投
佩
向
北
燕
。
」
（
「
恩
を
懷
き
て
に
報
い
ん
と
欲
し
、
佩
を
投
じ
て
北
燕
に
向
か
ふ
。
」
）
と
べ
て
い
る
。
『
刺
史
考
』
に
よ
る
と
、
天
寶
十
二
載
に
は
宇
文
氏
が
宣
太
守
を
勤
め
て
い
る
。
後
任
の
趙
氏
の
在
職
期
か
ら
推
理
す
る
と
、
宇
文
氏
の
宣
太
守
で
あ
っ
た
期
の
下
限
は
は
天
寶
十
三
載
四
で
、
李
白
が
初
め
て
彼
に
會
い
詩
を
獻
上
し
得
た
の
は
、
天
寶
十
一
載
の
秋
・

か
ら
天
寶
十
三
載
四
の
に
限
ら
れ
る
。
李
白
と
そ
の
人
物
と
の
交
流
に
つ
い
て
の
詩
は
二
首
あ
り
、
二
首
と
も
秋
の
作
で
あ
る
の
で
、
宇
文
氏
の
在
職
二
年
目
の
時
に
い
な
い
。

の

の
詩
の
中
で
、
幽
州
か
ら
歸
っ
て
き
て
か
ら
、
「
危
惜
頽
光
、
金
波
忽
三
圓
。
」
（
「
危
頽
光
を
惜
し
み
、
金
波
忽
ち
に
三
圓
な
り
。
」
）
と
語
っ
て
い
る
。
「
三
圓
」
と
は
、
お
そ
ら
く
三
ヶ
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
秋
か
ら
三
ヶ
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
李
白
の
宣
歸
は
遲
く
と
も
そ
の
年
の
六
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
天
寶
十
一
載
の
六
で
は
宇
文
氏
は
ま
だ
任
に
い
て
い
な
い
の
で
、
天
寶
十
二
載
の
六
と
い
う
こ
と
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の
分
析
に
よ
っ
て
〈
表
２
〉
を
作
っ
た
。こ
の
分
析
に
よ
れ
ば
、
彼
の
一
年
あ
ま
り
の
北
上
の
は
、
天
寶
十
載
か
ら
天
寶
十
二
載
の
六
の
と
す
る
し
か
な
い
。
彼
の
幽
州
で
の
活
動
は
天
寶
十
載
の
末
か
ら
天
寶
十
二
載
の
春
ま
で
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
彼
が
幽
州
に
滯
在
し
た
時
は
天
寶
十
一
載
の
で
、
年
の
春
に
は

山
を
經
由
し
て
宣
に
歸
っ
て
來
て
い
る
。
少
な
く
と
も
後
の
一
點
に
關
し
て
は
確
定
で
あ
る
。
二
李
白
北
當
初
の
動
機
以
上
の
李
白
北
の
時
分
析
に
基
づ
い
て
、
私
は
、
彼
が
幽
州
に
赴
い
た
際
に
は
安
祿
山
の
反
亂
を
予
知
す
る
の
は
困
 で
あ
り
、
彼
の
北
上
の
動
機
は
必
ず
し
も
「
探
營
」
（
〔
譯
!〕
安
祿
山
軍
の
陣
營
の
不
穩
な
動
き
を
探
索
す
る
こ
と
）
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
る
（
３
）。
中
國
詩
文
論
叢
第
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『
治
鑑
』
の
關
係
史
料
の
記
載
に
よ
る
と
、
安
祿
山
に
叛
意
が
あ
る
と
の
指
摘
は
、
と
し
て
楊
國
忠
が
言
い
出
し
た
こ
と
で
あ
る
（
５
）。
楊
國
忠
と
安
祿
山
と
の
衝
は
、
李
林
甫
の
死
後
、
楊
國
忠
が
宰
相
に
な
っ
て
か
ら
始
ま
る
。
李
林
甫
は
天
寶
十
一
載
十
一
に
死
去
、
そ
の
數
日
後
に
楊
國
忠
は
宰
相
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
以
は
、
楊
國
忠
は
安
祿
山
と
密
接
な
關
係
を
持
っ
て
お
り
、
自
分
が
格
す
る
の
も
惜
し
ま
ず
、
安
祿
山
の
機
	を
取
っ
て
い
さ
え
し
て
い
る
。
安
祿
山
と
て
、
楊
國
忠
を

き
も
う
と
し
て
お
り
、
彼
等
は
と
も
に
李
林
甫
反
對
の
盟
を
結
し
て
い
る
。
天
寶
十
二
載
に
至
っ
て
も
、
依
然
兩
は

盟
關
係
を
結
ん
で
い
る
（
６
）。
こ
の
時
點
に
お
い
て
、
楊
國
忠
は
安
祿
山
に
叛
意
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
る
は
ず
も
な
い
し
、
そ
の
よ
う
な
話
を
言
い
出
す
は
ず
も
な
い
。
こ
の
よ
う
な
況
が
變
す
る
の
は
、
楊
國
忠
の
勢
が
重
き
を
加
え
て
か
ら
で
あ
る
。
時
は
天
寶
十
二
載
五
の
後
、
『
治
鑑
』
は
詩
人
の
心
と
詩
家
の
事
（
査
・
寺
尾
）
73
天
寶
十
二
載
秋
天
寶
十
二
載
九
九
日
天
寶
十
二
載
六

天
寶
十
二
載

天
寶
十
二
載
春
時

〈
表
２
〉
縣
宣

宣

長
江
邊
宣

山
鵲

（
４
）
魏
州
貴

地
點
「
溪
南
山
下
有
星
潭
可
以
卜
筑
余
泊
石
上
寄
何
官
昌
」
「

亭
寄
崔
侍
御
」
「
宣
九
日
聞
崔
四
侍
御
與
宇
文

亭
余
時
登
山
不
同
此
賞
醉
后
寄
崔
侍
御
」
「
 宣
宇
文
太
守
!
"崔
侍
御
」
「
江
上
答
崔
宣
」
「
 韋
良
宰
」
詩
題
「
沙
帶
秋
明
、
水
搖
#山
碧
」
「
登
髙
素
秋
、
下
$
%山
郭
」
一
作
「
髙
素
秋
日
」
「
九
日
茱
萸
熟
、
插
鬢
傷
早
白
」
「
白
&白
鷺
鮮
、
'如
'唳
(」「
懷
恩
欲
報
、
投
佩
向
北
燕
」「
良
圖
)
沙
*、
別
+繞
旌
旃
」
「
蹉
,復
來
歸
、
憂
恨
坐
相
煎
。
無
風
-破
浪
、
失
計
長
江
邉
。
危
.惜
頽
光
、
金
波
忽
三
圓
。」「
彈
劒
拂
秋
/」
「
謬
忝
燕
臺
召
、
而
陪
郭
隗
踪
」「
0仙
下
西
嶽
、
陶
令
忽
相
逢
」「
樹
繞
蘆
洲
、
山
鳴
鵲
鐘
」
「
驅
馬
1貴
」
詩
句
記
し
て
い
る
。
「
安
祿
山
以
李
林
甫
狡
猾
踰
己
、
故
畏
之
。
楊
國
忠
爲
相
、
祿
山
之
蔑
如
也
。
由
是
有
隙
。
國
忠
言
祿
山
有
反
、
上
不
聽
。」
（〔
譯
〕「
安
祿
山
は
李
林
甫
が
自
分
以
上
に
狡
猾
で
あ
る
と
思
っ
て
い
た
の
で
彼
を
畏
れ
從
し
て
い
た
。
楊
國
忠
が
宰
相
に
な
る
に
ん
で
、
安
祿
山
は
彼
を
蔑
し
た
。
そ
れ
で
二
人
の
に
は
龜
裂
が
生
じ
た
。
楊
國
忠
は
し
ば
し
ば
安
祿
山
に
は
叛
意
が
あ
る
と
言
っ
た
が
、
玄
宗
皇
	は
聴
き
い
れ
な
か
っ
た
。
」
）
と
。
こ
の
史
料
か
ら
見
る
と
、
楊
國
忠
が
安
祿
山
に
叛
意
あ
り
と

發
す
る
の
は
、
早
く
て
天
寶
十
二
載
五
の
後
の
こ
と
で
あ
る
。
天
寶
十
三
載
に
至
っ
て
兩
の
衝
は
表
面
し
、
安
祿
山
謀
反
の
う
わ
さ
は
い
っ
そ
う
多
く
な
る
。
こ
の
年
安
祿
山
は
入
し
、
わ
ざ
わ
ざ
玄
宗
に
釋
明
し
て
素
早
く
幽
州
に
引
き
し
て
い
る
（
７
）。
こ
こ
に
至
っ
て
、
は
じ
め
て
安
祿
山
謀
反
と
い
う
話
は
廣
が
り
始
め
た
、
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
李
白
北
の
時
か
ら
見
て
、
天
寶
十
二
載
五
の
時
點
で
は
、
彼
は
北
か
ら
南
に
歸
っ
て
き
て
い
る
。
そ
れ
以
に
は
、
彼
は
く


か
ら
離
れ
て
お
り
、
安
祿
山
が
謀
反
を
企
て
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
と
い
う
疑
念
を
く
の
は
不
可
能
で
あ
る
。
彼
の
北
上
は
そ
れ
以
の
こ
と
で
あ
り
、
當
然
、
安
祿
山
の
樣
子
を
探
索
す
る
た
め
で
は
な
い
。
別
の
動
機
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
動
機
と
は
何
だ
っ
た
の
か
。
も
し
彼
の
行
動
を
他
の
詩
人
た
ち
の
活
動
と
關
し
て
み
た
な
ら
、
そ
の
動
機
も
容
易
に
見
當
が
つ
く
。
彼
の
北
上
は
、
高
や
岑
參
ら
と
同
じ
く
、
生
き
て
い
く
た
め
の
新
し
い
活
路
を
見
い
出
そ
う
と
し
た
た
め
で
あ
る
。
こ
れ
も
ま
た
天
寶
末
年
の
士
人
た
ち
の
一
つ
の
趨
勢
で
あ
っ
た
。
開
元
年
の
末
か
ら
、
李
林
甫
は
自
ら
の
政
治
地
位
を
固
に
す
る
た
め
、
極
力
、
取
の


に
富
む
士
科
階
を
攻
し
、
玄
宗
皇
	の
打
ち
立
て
て
き
た
人
制
度
を
破
壞
し
た
（
８
）。
こ
れ
に
よ
っ
て
才
能
あ
る
士
人
の
仕
官
の
 は
大
い
に
阻
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
天
寶
後
期
に
至
っ
て
は
、
か
な
り
の
士
人
が
仕
官
の
 か
ら
外
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
『
河
岳
!靈
集
』
に
ば
れ
て
い
る
詩
人
で
あ
る
李
白
・
高
・
岑
參
な
ど
は
、
當
時
す
で
に
か
な
り
の
名
聲
が
あ
っ
た
が
、
仕
官
の
 の
ほ
う
で
は
"が
出
な
か
っ
た
。
し
か
し
#世
の
氣
象
や
文
才
に
よ
っ
て
士
を

$す
る
と
い
う
價
値
%の
&入
は
、
一
方
で
、
文
人
た
ち
の
に
「
に
は
布
衣
な
る
も
'
に
は
相
爲
り
」
と
い
う
理
想
を
か
せ
、
(常
の
「
循
格
式
」
（
こ
つ
と
つ
と
階
)を
上
げ
て
い
く
方
法
）
の
仕
官
を
*し
と
し
な
い
、
と
い
う
考
え
を
生
み
出
し
た
。
以
に
も
陳
子
昂
や
張
九
齡
と
い
っ
た
人
物
た
ち
が
、
文
人
は
才
能
の
力
に
よ
っ
て
階
)を
飛
び
越
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
と
言
う
こ
と
を
、
幾
度
も
明
ら
か
に
し
て
き
た
。
一
+に
名
を
,す
、
一
-で
天
に
昇
る
、
と
い
う
考
え
方
は
、
彼
等
の
世
代
に
お
い
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
四
集
74
て
は
か
な
り
現
實
な
理
想
で
あ
っ
た
。
彼
等
の
多
く
は
、
小
役
人
の
職
を
受
け
る
こ
と
を
ま
ず
、
あ
る
は
縣
尉
の
よ
う
な
低
い
官
職
に
は
あ
ま
り
滿
足
し
な
か
っ
た
。
例
え
ば
、
高
は
封
丘
縣
の
尉
で
あ
っ
た
と
き
、
「
拜
官
長
心
欲
碎
、
鞭
撻
黎
庶
令
人
悲
。
」
（
「
官
の
長
き
を
拜
す
れ
ば
心
は
碎
か
れ
ん
と
欲
す
、
黎
庶
を
鞭
撻
す
れ
ば
人
を
し
て
悲
し
ま
し
む
。
」
）
と
い
て
い
る
。
彼
等
は
常
に
新
し
く
刺
激
な
仕
官
の
を
求
め
て
い
た
。
こ
れ
に
は
、
非
常
に
實
力
の
あ
る
、
正
規
の
役
人
制
度
の
制
	を
受
け
な
い

力
に
る
必
が
あ
っ
た
。
以
流
行
し
た
方
法
に
は
、
王
府
の
文
學
集
團
に
加
わ
る
と
い
う
が
あ
っ
た
。
例
え
ば
王
維
は
名
聲
を
揚
げ
る
の
に
そ
の
方
法
を
用
い
て
い
た
。
し
か
し
、
玄
宗
皇
の
王
に
對
す
る
押
さ
え
つ
け
は
極
め
て
嚴
し
く
、
期
の
よ
う
な
王
の
宮
邸
に
る
と
い
っ
た
文
學
境
は
も
は
や
存
在
し
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
彼
等
は
邊
塞
の
府
に
目
を
向
け
た
（
９
）。
邊
塞
府
中
の
、
屬
員
の
品
階
と
昇
の
方
法
、
あ
る
い
は
實
際
の
待
は
、
常
の

の
役
人
制
度
と
は
な
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
戰
爭
で
の
必
性
に
基
づ
い
て
、
將
帥
自
ら
が
り
振
り
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
と
り
わ
け
天
寶
年
の
後
期
に
は
、
玄
宗
皇
は
邊
境
の
將
軍
を
重
用
し
、
邊
塞
の
リ
ー
ダ
ー
も
人
事
用
に
お
い
て
か
な
り
の

力
を
有
し
て
い
た
。
當
時
、
最
も
有
名
な
府
の
リ
ー
ダ
ー
は
三
人
い
た
。
河
北
の
安
祿
山
、
隴
右
の
哥
舒
翰
、
安
西
の
高
仙
で
あ
る
（
）。
ま
さ
に
こ
れ
ら
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
天
寶
の
後
は
、
長
安
・
洛
陽
で
壁
に
ぶ
つ
か
っ
た
文
人
た
ち
は
、
彼
等
に
身
を
投
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
天
寶
八
載
、
岑
參
は
高
仙
の
府
に
赴
き
、
大
理
事
監
察
御
史
に
 り
、
安
西
!官
に
充
て
ら
れ
て
い
る
。
天
寶
九
載
に
は
、
高
は
幽
州
に
赴
き
、
安
祿
山
の
僚
と
交
流
し
て
い
る
。
「
酬
祕
書
弟
寄
下
"公
序
」
（
「
祕
書
の
弟
に
酬
い
、
ね
て
下
の
"公
に
寄
す
の
序
」
）
は
、
す
な
わ
ち
安
祿
山
の
重
な
僚
た
ち
が
高
#で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
書
い
た
も
の
で
あ
る
。
天
寶
十
二
載
の
秋
、
高
は
府
に
入
り
掌
書
記
の
職
を
得
て
い
る
。
天
寶
十
載
、
安
西
$
度
使
の
高
仙
が
入
す
る
が
、
そ
の
際
、
杜
甫
は
「
高
%
&
'馬
行
」
詩
を
作
っ
て
獻
上
し
て
い
る
。
天
寶
十
四
載
二
(、
哥
舒
翰
が
入
し
た
際
に
は
、
杜
甫
は
ま
た
も
や
「
投
)哥
舒
開
府
二
十
韻
」
（
「
哥
舒
開
府
に
投
)す
、
二
十
韻
」
）
と
い
う
詩
を
獻
上
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
當
時
の
詩
壇
の
中
心
人
物
の
多
く
が
府
に
入
ろ
う
と
努
力
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
李
白
も
當
然
そ
う
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
李
白
の
立
場
は
他
の
詩
人
と
は
い
さ
さ
か
な
っ
て
い
た
。
玄
宗
皇
の
優
に
よ
っ
て
、
李
白
の
名
聲
は
す
で
に
大
き
く
、
も
は
や
他
の
人
の
よ
う
に
原
點
か
ら
出
發
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
彼
は
最
も
實
力
の
あ
る
人
物
の
賞
贊
と
提
携
を
得
る
必
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
李
白
か
ら
言
え
ば
、
こ
詩
人
の
心
と
詩
家
の
事
（
査
・
寺
尾
）
75
の
方
法
は
、
彼
の
性
格
に
も
符
合
し
て
い
た
し
、
實
現
可
能
な
話
で
も
あ
っ
た
。
實
際
に
、
彼
の
側
に
も
こ
う
す
る
必
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
天
寶
三
載
、
彼
は
賀
知
章
と
同
じ
く
、
歸
隱
の
志
を
も
っ
て

を
離
れ
る
。
こ
の
時
彼
は
「
賜
金
放
」
（
「
金
を
賜
り
放
せ
ら
れ
」
た
人
物
）
と
「
御
歌
手
」
と
い
う
榮
を
得
て
お
り
、

を
離
れ
た
と
は
い
え
、
生
活
に
逼
す
る
よ
う
な
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
六
年
後
に
は
、
そ
の
賜
っ
た
金
も
使
い
果
た
し
、
榮
の
魅
力
（
	引
力
）
も


え
去
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
同
時
に
彼
も
す
で
に
五
十
を
ぎ
、
日
は
待
っ
て
は
く
れ
な
い
と
深
く
感
じ
て
い
た
し
、
政
治
な
大
事
業
を
し
げ
た
い
と
い
う
思
い
も
、
一
つ
の
っ
て
い
た
。
當
初
、
彼
は

關
係
の
人
物
の
推
を
得
て
一
氣
に

に
昇
ろ
う
と
考
え
て
い
た
。
だ
が
、
今
や
彼
は
す
で
に
天
下
に
名
を
知
ら
れ
た
人
物
と
な
っ
て
お
り
、
直
接
、
最
も
勢
の
あ
る
人
物
に
職
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
時
、
安
祿
山
の
力
も
頂
點
に
し
て
い
た
（
）。
自
信
家
の
李
白
は
當
然
、
彼
を
最
初
の
目
標
と
し
た
。
彼
は
北
當
初
の
頃
の
詩
「
何
七
官
昌
」
（
「
何
七
官
昌
に
る
」
）
に
お
い
て
、
北
の
動
機
を
書
い
て
い
る
（
）。
す
な
わ
ち
「
砂
建
奇
勳
」
（
「
砂
に
て
奇
勳
を
建
て
ん
」
）、
邊
境
地
帶
で
勳
功
を
建
て
た
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
史
の
記
載
に
よ
っ
て
相
關
關
係
の
況
を
見
て
み
る
と
、
彼
が
幽
州
に
北
上
し
て
い
た
と
き
、
安
祿
山
と
接
觸
す
る
の
は
か
な
り
困
 で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
天
寶
十
載
八
と
十
一
年
三
、
安
祿
山
は
二
回
に
わ
た
る
大
規
!な
"丹
討
伐
戰
を
發
動
し
て
い
る
（
#）。
こ
の
二
回
の
戰
爭
は
失
敗
に
$わ
り
、
そ
の
よ
う
な
況
下
で
は
、
當
然
な
が
ら
彼
も
李
白
と
い
う
才
子
と
接
見
す
る
氣
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
天
寶
十
一
載
十
二
に
は
、
安
祿
山
は
長
安
に
い
た
（
%）。
李
白
は
北
上
の
後
に
は
河
北
の
最
高
指
&
'に
會
う
す
べ
も
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
彼
が
北
方
で
長
期
に
わ
た
っ
て
滯
在
し
た
の
は
、
お
そ
ら
く
機
會
を
待
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
樂
天
な
李
白
は
、
こ
の
時
す
で
に
安
祿
山
が
惡
心
を
(い
て
い
た
こ
と
な
ど
知
る
よ
し
も
な
か
っ
た
に
)い
な
い
。
李
白
の
よ
う
に
玄
宗
皇
*と
密
接
な
關
係
の
あ
る
詩
人
は
、
安
祿
山
軍
の
中
で
は
當
然
+
,さ
れ
な
い
。
だ
か
ら
李
白
も
、
興
に
乘
じ
て
や
っ
て
來
て
、
興
が
失
せ
て
は
歸
っ
て
行
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
三
詩
家
と
し
て
の
思
惟
と
李
白
の
北
上
の
事
に
對
す
る
敍
と
の
矛
盾
李
白
が
「
韋
良
宰
」
の
詩
の
中
で
い
う
「
十
到
幽
州
」
と
い
う
言
-に
は
特
定
の
含
意
が
含
ま
れ
て
い
る
に
)い
な
い
。
安
祿
山
は
十
一
九
日
に
反
亂
を
發
動
し
て
い
る
。
李
白
が
こ
の
詩
の
中
で
十
と
言
っ
て
い
る
の
は
、
.ち
彼
の
行
な
っ
た
/府
探
索
の
危
險
性
と
0勢
の
緊
さ
を
示
し
て
い
る
。
も
し
こ
の
年
の
十
を
指
し
て
い
る
の
で
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
四
集
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詩
人
の
心
と
詩
家
の
事
（
査
・
寺
尾
）
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十
二
載
春
天
寶
十
一
載
天
寶
十
載
天
寶
十
載
春

時

〈
表
３
〉
李
白
と
安
祿
山
の
活
動
び
安
祿
山
謀
反
の
傳
聞
對
照
表
幽
州
よ
り
り

山
に
至
る
。
、
幽
州
に
至
る
。
春
、
、
魏
州
に
在
り
。
に
北
。
十
	宋

よ
り
出
發
。
李
白
長
安
に
在
り
。
、
安
祿
山
・
哥
舒
翰
・
封
常
、
に
入
す
。
三
	、
安
祿
山
、
蕃
の
騎
二
十
萬
を
發
し
、
丹
を
ち
、
以
て
去
秋
の
恥
を
が
ん
と
欲
す
。
八
	、
安
祿
山
、
三
の
兵
六
萬
を
將
い
て
以
て
丹
を
討
つ
。
（
祿
山
）
自
ら
曩
時
に
太
子
を
拜
せ
ざ
り
し
を
以
て
、
上
の
春
秋
高
き
を
見
、
頗
る
に
懼
る
。
又
た
武
備
の
墮
馳
す
る
を
見
、
中
國
を
輕
ん
ず
る
の
心
有
り
。
孔
目
官
嚴
莊
・
掌
書
記
高
、
因
り
て
之
が
爲
に
圖
讖
を
解
き
、
之
に
亂
を
作
さ
ん
こ
と
を
勸
む
。
安
祿
山
春
、
楊
國
忠
、
人
を
し
て
安
祿
山
に
き
、
李
林
甫
、
阿
布
思
と
反
を
謀
る
と
誣
ひ
し
む
。
祿
山
、
阿
布
思
の
部
の
れ
る
を
し
て
闕
に
詣
り
林
甫
、
阿
布
思
と

し
て
父
子
と
爲
る
と
誣
せ
し
む
。
（
十
一
	）
庚
申
、
楊
國
忠
を
以
て
右
相
文
部
書
と
爲
す
。
祿
山
に
三
鎭
を
領
し
、
賞
刑
己
よ
り
出
だ
し
、
日
に
ま
す
驕
恣
な
り
。
是
の
時
、
楊
國
忠
御
史
中
丞
爲
り
。
方
に
恩
を
承
け
事
を
用
う
。
祿
山
、
殿
階
を
登
す
る
に
、
國
忠
常
に
之
を
扶
掖
す
。
安
祿
山
・
楊
國
忠
の
關
係
な
け
れ
ば
、
明
ら
か
に
意
味
の
な
い
言
で
あ
る
。
し
か
し
、
韋
良
宰
は
彼
が
い
つ
幽
州
へ
北
上
し
た
か
を
知
っ
て
い
る
し
、
お
そ
ら
く
李
白
の
當
初
の
目
も
知
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
だ
か
ら
詩
中
に
「
炎
涼
幾
度
改
」
（
「
炎
涼
幾
度
か
改
む
」
）
の
一
句
が
あ
る
の
で
あ
る
（
こ
の
句
の
意
味
は
、
何
年
か
ご
し
た
、
と
理
解
で
き
る
）。
し
か
し
、
背
景
を
知
ら
な
い
人
か
ら
見
れ
ば
、
あ
た
か
も
彼
が
安
祿
山
が
反
亂
を
こ
し
た
年
に
幽
州
へ
行
っ
た
の
か
の
よ
う
に
理
解
す
る
こ
と
も
十
分
あ
り
え
る
の
で
あ
る
。
彼
は
幽
州
北
上
の
時
を
二
年
う
し
ろ
に
ず
ら
し
て
、
こ
の
よ
う
な
誇
張
の
言
を
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
條
理
に
照
ら
せ
ば
る
話
で
は
な
い
。
我
々
は
李
白
と
い
う
詩
人
の
性
格
と
特
殊
な
思
惟
の
形
式
か
ら
で
し
か
、
こ
の
よ
う
な
現
象
を
解
釋
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
ろ
う
。
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
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十
三
載
十
三
載
春
天
寶
十
二
載

宣
州
に
在
り
。
三
	丁
酉
朔
、
祿
山
辭
し
て
范
陽
に
歸
る
。
正
	己
亥
、
安
祿
山
入

す
。
五
	、
阿
布
思
、
囘
の
破
る

と
爲
り
、
安
祿
山
、
其
の
部
を
誘
ひ
て
之
を
す
。
是
れ
由
り
祿
山
の
兵
天
下
に
ぶ
莫
し
。
（
祿
山
）
楊
國
忠
が
奏
し
て
之
を
留
め
ん
こ
と
を
れ
、
疾
驅
し
て
關
を
出
で
、
船
に
乘
り
河
に
沿
う
て
下
る
。
船
夫
を
し
て
繩
板
を
執
り
岸
側
に
立
ち
、
十
五
里
ご
と
に
一
た
び
更
ら
し
め
、
晝
夜
行
し
、
日
に
數
百
里
、
郡
縣
を
ぐ
れ
ど
も
船
を
下
ら
ず
。
是
れ
よ
り
祿
山
反
す
と
言
ふ
有
れ
ば
、
上
、
皆
な
し
て
る
。
是
れ
に
由
り
て
人
皆
な
其
の
將
に
反
せ
ん
と
知
る
も
、
敢
へ
て
言
ふ
無
し
。
國
忠
、
祿
山
必
ず
反
せ
ん
と
言
ひ
、
且
つ
曰
は
く
、
「
陛
下
、
試
に
之
を
召
せ
。
必
ず
來
ら
ざ
ら
ん
」
と
。
上
、
之
を
召
さ
し
む
。
祿
山
、
命
を
聞
き
ち
至
る
。
庚
子
、
上
に


に
見
え
、
泣
き
て
曰
は
く
、
「
臣
は
本
と
胡
人
な
り
。
陛
下
、
寵
擢
し
て
此
に
至
れ
り
。
國
忠
の
疾
む
と
爲
る
。
臣
が
死
す
る
こ
と
日
無
か
ら
ん
」
と
。
上
、
之
を
憐
み
賞
賜
萬
。
是
れ
に
由
り
て
ま
す
祿
山
を
親
信
す
。
國
忠
の
言
入
る
能
は
ず
。
太
子
も
亦
た
祿
山
が
必
ず
反
せ
ん
こ
と
を
知
り
、
上
に
言
ふ
も
、
上
、
聽
か
ず
。
安
祿
山
、
李
林
甫
が
狡
猾
な
る
こ
と
己
に
踰
ゆ
る
を
以
て
、
故
に
之
に
畏
す
。
楊
國
忠
が
相
と
爲
る
に
び
、
祿
山
、
之
を
る
こ
と
蔑
如
た
り
。
是
れ
に
由
り
て
隙
有
り
。
國
忠
し
ば
言
ふ
、
祿
山
反
有
り
と
。
楊
國
忠
厚
く
哥
舒
翰
と
結
び
、
共
に
安
祿
山
を
排
せ
ん
と
欲
し
、
奏
し
て
翰
を
以
て
河
西
 度
使
を
ね
し
む
。
詩
人
は
永
王
の
亂
に
座
し
、
夜
に
流
さ
れ
、

中
で
赦
さ
れ
た
。
こ
の
詩
は
彼
が
赦
さ
れ
て
江
に
歸
っ
て
き
て
後
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
時
に
、
韋
良
宰
と
い
う
古
く
か
ら
の
友
人
と
出
會
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
感
も
自
ず
か
ら
深
い
も
の
が
あ
っ
た
。
そ
の
最
も
	烈
な
感
と
は
、
自
分
が
か
つ
て
の
「
御

歌
手
」
か
ら
一
介
の
流
罪
犯
に
ち
ぶ
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
一
方
で
、
相
手
が
あ
り
ふ
れ
た
縣
令
か
ら
、
一
州
の
長
官
に
ま
で
な
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
韋
良
宰
が
名
を
し
た
な
原
因
は
、
彼
が
動
亂
の
中
で
、
李
白
と
は
く
の
擇
を
し
た
か
ら
で
あ
る
。
韋
良
宰
は
永
王
の
亂
の
さ
な
か
、
陵
太
守
に
任
じ
ら
れ
て
い
た
が
、
永
王
の
管
の
範
圍
に
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
永
王
の
脅
に
屈
せ
ず
、
陵
一
州
を
永
王
の
影
か
ら
守
っ
た
の
で
あ
る
（
）。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
は
肅
宗
の
接
見
と
賞
贊
を
受
け
た
の
で
あ
る
。
韋
良
宰
に
比
べ
、
李
白
は
自
ら
の
永
王
の
亂
の
さ
な
か
に
お
け
る
擇
の
り
に
對
し
て
、
當
然
な
が
ら
慚
愧
と
後
を
感
じ
て
お
り
、
自
分
の
不
幸
と
無
念
を
彼
に
訴
え
る
こ
と
に
重
點
を
置
い
た
。
彼
は
親
友
に
對
し
て
、
自
分
が
い
ち
ず
に

に
忠
心
を
持
っ
て
い
た
と
訴
え
て
お
り
、
同
時
に
勢
に
對
し
て
は
超
人
な
察
力
が
あ
っ
た
と
訴
え
て
い
る
。
こ
の
作
品
は
李
白
の
最
も
長
い
抒
詩
で
あ
り
、
災
を
經
た
後
に
あ
っ
て
、
詩
人
は
、
世
の
人
々
に
對
し
て
自
分
の
人
格
イ
メ
ー
ジ
を
あ
ら
た
め
て
示
す
必
 が
あ
る
と
感
じ
て
い
た
の
で
あ
る
。
「
十
!到
幽
州
」
と
い
う
こ
の
一
句
が
、
二
つ
の
"な
っ
た
意
味
を
生
み
出
し
て
し
ま
う
こ
と
に
、
一
人
の
大
詩
人
と
し
て
、
李
白
が
氣
付
か
な
か
っ
た
は
ず
は
な
い
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
詩
人
が
事
後
に
あ
っ
て
故
意
に
作
り
出
し
た
、
一
種
の
#糊
た
る
語
境
（〔
譯
$〕
曖
昧
な
る
言
%の
境
地
）
で
あ
る
と
解
釋
す
る
し
か
な
い
。
こ
の
詩
の
幽
州
北
上
に
つ
い
て
の
敍
&は
、
事
實
に
對
し
て
の
一
つ
の
再
創
'、
一
つ
の
(
)
想
像
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
般
の
人
か
ら
見
れ
ば
不
可
思
議
か
も
知
れ
な
い
が
、
樂
天
（
〔
原
文
〕
「
天
眞
」
）
な
詩
人
か
ら
す
れ
ば
、
こ
れ
も
ま
た
自
然
な
こ
と
な
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
彼
は
す
で
に
詩
家
の
思
惟
の
世
界
に
入
っ
て
お
り
、
こ
の
思
惟
は
す
で
に
完
に
現
實
時
空
の
制
*か
ら
+離
し
て
い
る
。
詩
人
は
故
意
に
昔
か
ら
の
友
人
に
對
し
て
嘘
を
言
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
創
作


,に
驅
り
立
て
ら
れ
て
一
氣
に
吹
き
出
し
て
き
た
言
%な
の
で
あ
る
。
彼
は
詩
家
の
想
像
に
よ
っ
て
、
-去
を
回
想
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
「
こ
う
で
あ
る
べ
き
だ
」
と
い
う
こ
と
を
「
事
實
は
こ
う
で
あ
っ
た
」
と
い
う
こ
と
に
し
て
敍
&し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
一
種
矛
盾
し
た
現
象
は
李
白
の
詩
の
中
に
少
な
か
ら
ず
見
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
幽
州
北
上
の
動
機
に
關
し
て
、
李
白
の
當
時
の
發
言
は
矛
盾
し
て
い
る
。
李
白
は
幽
州
か
ら
.っ
て
き
た
と
き
、
友
人
に
對
し
て
北
の
/の
印
象
を
&べ
て
い
る
が
、
そ
の
時
の
發
言
と
「
0韋
良
宰
」
詩
人
の
心
と
詩
家
の
事
（
査
・
寺
尾
）
79
の
發
言
と
は
な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
「
溪
南
山
下
有
星
潭
可
以
卜
余
泊
石
上
寄
何
官
昌
」
（
「
溪
の
南
、
山
の
下
に
星
潭
有
り
、
以
て
卜
す
べ
し
、
余
、
舟
を
石
上
に
泊
し
、
何
官
昌
に
寄
す
」）
の
詩
で
「
	期
倶
卜
、
結


金
液
」
（
「
期
す
る
	は
倶
に
卜
、


を
結
ん
で
金
液
を
ら
ん
」
）
と
べ
て
い
る
が
、
北
上
の
に
は
、
李
白
は
何
昌
に
對
し
て
、
書
生
な
ど
に
は
な
り
た
く
な
い
し
、
隱
士
に
も
な
り
た
く
は
な
い
、
理
想
は
「
砂
建
奇
勳
」
で
あ
る
と
言
っ
て
い
る
。
し
か
し
歸
っ
て
き
て
か
ら
の
詩
で
は
、
い
っ
し
ょ
に
隱
居
し
て
丹
を
ろ
う
と

し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
時
、
彼
は
一
年
、
砂
で
功
績
を
建
て
る
と
相
手
に
豪
語
し
て
い
た
こ
と
を
完
に
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
彼
は
北
方
か
ら
江
南
に
歸
っ
た
と
き
、
さ
ら
に
、
良
友
の
崔
氏
に
對
し
て
も
こ
の
こ
と
に
言
し
て
い
る
。
そ
の
「
江
上
答
崔
宣
」
（
「
江
上
に
て
崔
宣
に
答
う
」
）
の
詩
で
、
北
上
は
「
燕
臺
召
」
（
「
燕
臺
の
お
召
し
」
）
に
應
じ
た
も
の
、
つ
ま
り
は
自
分
が
戰
國
時
代
の
士
人
郭
隗
と
同
じ
意
氣
み
で
あ
る
と
語
っ
て
い
た
が
、
失
敗
し
て
後
は
、
自
分
を
失
意
の
蘇
秦
と
世
て
人
の
王
恭
に
な
ぞ
ら
え
て
い
る
。
彼
は
す
で
に
こ
の
段
階
で
を
後
し
始
め
て
い
る
。
林
の
隱
士
の
自
由
に
は

ば
な
い
と
く
感
じ
て
い
る
の
で
あ
る
（
）。
と
こ
ろ
が
ま
た
、
「
宣

宇
文
太
守

崔
侍
御
」
（
「
宣
の
宇
文
太
守
に
り
ね
て
崔
侍
御
に

す
」
）
の
詩
で
は
、
「
懷
恩
欲
報
 、
投
佩
向
北
燕
。
」
（
「
恩
を
懷
き
て
 
に
報
い
ん
と
欲
し
、
佩
を
投
じ
て
北
燕
に
向
か
ふ
。
」
）
と
言
い
（
!）、
依
然
と
し
て
こ
の
を
極
め
て
刺
激
"な
す
ば
ら
し
い
經
#で
あ
る
と
し
て
$り
立
て
て
い
る
。
彼
は
自
分
の
弓
%や
馬
%が
&常
で
な
い
腕
で
、
邊
境
の
胡
人
か
ら
も
賞
贊
を
'ち
得
、
軍
中
の
指
揮
を
も
預
か
っ
た
と
、
誇
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
彼
は
こ
の
よ
う
な
自
分
の
才
能
が
、
文
才
と
同
樣
、
他
人
の
妬
み
を
買
っ
た
と
感
じ
、
そ
の
結
果
、
や
む
な
く
失
意
の
う
ち
に
歸
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
こ
の
作
品
の
中
で
、
彼
は
幽
州
の
の
失
敗
の
原
因
は
、
彼
の
能
力
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
「
(雲
將
」
（
〔
譯
)〕
高
位
の
將
、
あ
る
い
は
大
男
の
將
）
や
「
剿
*兒
」
（
〔
譯
)〕
こ
こ
で
は
國
家
を
滅
ぼ
す
危
險
な
輩
の
意
）
と
い
っ
た
+中
に
あ
る
、
と
明
言
し
て
い
る
。
詩
人
が
こ
の
よ
う
な
發
言
を
す
る
の
に
は
、
お
そ
ら
く
玄
宗
皇
,が
蕃
將
胡
兵
に
對
し
て
-信
し
て
い
た
こ
と
を
批
す
る
意
圖
が
含
ま
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
し
か
し
、
安
祿
山
反
亂
の
危
險
性
を
察
知
し
て
い
た
と
は
、
く
言
っ
て
い
な
い
。
以
上
の
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
李
白
の
幽
州
北
上
の
一
事
に
つ
い
て
は
、
そ
の
と
後
と
の
記
が
く
矛
盾
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
似
た
よ
う
な
矛
盾
の
現
象
は
、
李
白
の
詩
の
中
に
は
少
な
か
ら
ず
見
受
け
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
永
王
の
.府
に
入
っ
た
事
件
に
つ
い
て
も
、
當
初
は
自
ら
「
歸
時
儻
佩
/金
印
」
（
「
歸
り
し
時
、
も
し
/金
の
印
を
佩
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
四
集
80
せ
し
な
ば
」
、
「
別
赴
」
詩
）
と
か
、
「
爲
君
談
笑
靜
胡
沙
」
（
「
君
が
爲
に
談
笑
し
て
胡
沙
を
靜
め
ん
」
、
「
永
王
東
歌
十
一
首
」
詩
）
な
ど
と
言
っ
て
い
た
。
彼
は
興
味
津
々
で
永
王
の
府
に
入
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
彼
は
「
韋
良
宰
」
の
詩
で
は
、
「
脅
上
樓
船
」
（
「
脅
せ
ら
れ
て
樓
船
に
上
る
」
）
と
語
っ
て
い
る
。
韋
良
宰
の
よ
う
な
ひ
と
か
ど
の
「
忠
臣
」
に
向
か
っ
て
は
、
彼
は
自
ら
の
政
治
上
の
白
を
表
明
す
る
必
	が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
今
日
か
ら
見
れ
ば
、
李
白
の
詩
の
中
の
こ
の
種
の
矛
盾
は
、
不

實
な
人
格
缺
に
い
と
言
え
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
詩
家
の
立
場
か
ら
言
え
ば
、
こ
れ
も
ま
た
極
め
て
自
然
な
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
詩
人
の
樂
天
に
し
て
複
雜
な
個
性
を
反
映
し
て
い
る
。
詩
人
の
そ
の
た
び
ご
と
の
創
作
活
動
は
、
み
な
對
象
や
境
や
動
機
の
影
を
受
け
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
た
び
ご
と
の
創
作
活
動
と
い
う
も
の
は
、
個
々
の
思
惟
と
い
う
點
か
ら
言
え
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
み
な
獨
立
し
て
い
る
。
と
り
わ
け


な
意
識
の
比
較

い
詩
人
に
と
っ
て
は
、
そ
の
思
惟
の
體
は
い
つ
も
そ
の
場
の
感
の
必
	性
か
ら
出
て
お
り
、
し
ば
し
ば
事
實
の
制
を
き
破
っ
て
し
ま
う
も
の
で
あ
る
。
詩
と
史
と
の
關
係
は
完
に
は
對
應
し
な
い
。
詩
は


思
惟
の
物
で
あ
り
、
史
家
の
實
で
は
な
い
。
詩
は
史
實
の
い
さ
さ
か
の
客

特
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
詩
は
史
の
證
明
で
あ
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
詩
は
結
局
の
と
こ
ろ
史
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
と
し
て
特
定
の
史
時
期
の
人
々
の
思
想
と
感
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
り
、
敍
事
と
い
う
も
の
は
感
を
表
す
必
	性
か
ら
出
た
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
先
人
は
「
詩
に
詁
な
し
」
と
言
っ
た
の
で
あ
る
。
從
っ
て
、


な
意
識
の
比
較

い
詩
人
に
と
っ
て
は
、
詩
の
中
の
こ
と
と
詩
人
自
身
の
こ
と
と
は
、
決
し
て
對
等
で
は
な
い
。
究
は
い
ろ
い
ろ
な
方
面
の
料
を
總
合
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
し
て
こ
そ
は
じ
め
て
詩
家
の
心
と
詩
人
の
個
性
の
貌
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

（
１
）
そ
の
詩
に
 の
よ
う
に
あ
る
。
「
十
!到
幽
州
、
戈
"
#羅
星
。
君
王
棄
北
$、
%地
借
長
鯨
。
呼
&走
百
川
、
燕
然
可
摧
傾
。
心
知
不
得
語
、
却
欲
棲
蓬
瀛
。
彎
弧
懼
天
狼
、
挾
矢
不
敢
張
。
攬
涕
'金
臺
、
呼
天
哭
昭
王
。
無
人
貴
駿
骨
、
綠
耳
空
(驤
。」
（
２
）
『
舊
)書
』「
*丹
傳
」
に
「
天
寶
十
載
…
八
!、
以
幽
州
・
雲
中
・
+盧
之
,數
萬
人
、
就
-水
南
*丹
衙
與
之
戰
。」
と
あ
る
。
（
３
）
.の
王
琦
は
李
白
の
幽
州
へ
の
北
上
の
時
/を
天
寶
十
載
と
す
る
。
そ
の
な
理
由
は
『
治
0鑑
』
が
こ
の
年
に
す
で
に
安
祿
山
が
謀
反
の
意
を
露
わ
に
し
て
い
る
と
記
載
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
『
治
0
鑑
』
が
こ
の
年
に
謀
反
の
意
を
持
っ
て
い
た
と
記
す
の
は
、
本
年
に
安
詩
人
の
心
と
詩
家
の
事
（
査
・
寺
尾
）
81
祿
山
が
三
の
を
得
た
か
ら
で
あ
っ
て
、
こ
れ
も
推
斷
の
域
を
出
な
い
。
當
時
の
史
境
の
中
で
、
た
と
え
安
祿
山
が
こ
の
年
に
す
で
に
謀
反
の
意
圖
を
持
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
極
め
て
祕
密
裏
に
處
し
て
い
た
わ
け
で
、
外
部
の
人
が
知
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
ま
し
て
、
は
る
か
幽
州
か
ら
く
離
れ
て
い
た
李
白
が
知
る
こ
と
は
一
不
可
能
で
あ
り
、
當
然
、「
北
上
し
て
探
檢
す
る
（
	

を
探
る
）」
考
え
な
ど
あ
っ
た
は
ず
も
な
い
。
（
４
）
鵲
は
お
そ
ら
く
鵲
頭
を
指
す
。
今
の
安
徽
省
銅
陵
縣
	の
大

鐵
板
洲
の
こ
と
。
江
中
の
砂
洲
で
、
東
晉
以
來
、
地
方
の
長
江
上
の
重
な
驛
站
。
そ
の
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
李
白
は
お
そ
ら
く

山
か
ら
直
接
南
下
し
、
襄
州
を
經
て
長
江
に
出
て
、
西
か
ら
東
へ
行
き
、
宣
に
入
っ
た
の
で
あ
る
。
（
５
）
太
子
の
李
亨
も
こ
の
よ
う
な
言
い
方
を
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
一
つ
に
は
以
安
祿
山
が
太
子
を
拜
さ
な
か
っ
た
一
件
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
今
一
つ
に
は
楊
國
忠
の
發
言
を
信
じ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
動
亂
以
に
お
け
る
彼
の
安
祿
山
へ
の
反
感
は
楊
國
忠
ほ
ど
に
は
く
な
か
っ
た
。
（
６
）
『
治
鑑
』
は
こ
の
一
年
を
の
よ
う
に
記
す
。「
楊
國
忠
使
人

安
祿
山
、
誣
李
林
甫
與
阿
布
思
謀
反
、
祿
山
使
阿
布
思
部


詣
闕
、
誣
李
林
甫
與
阿
布
思
爲
父
子
。」
（
７
）
『
治
鑑
』
は
の
よ
う
に
記
す
。「
是
時
楊
國
忠
言
祿
山
必
反
、
且
曰
、『
陛
下
試
召
之
、
必
不
來
。』
上
使
召
之
、
祿
山
聞
命
至
。
庚
子
、
見
上
於

宮
、
泣
曰
、
『
臣
本
胡
人
、
陛
下
寵
至
此
、
爲
國
忠
疾
、
臣
死
無
日
矣
。』
上
憐
之
、
賞
賜
萬
、
由
是
親
信
祿
山
、
國
忠
之
言
不
能
入
矣
。
太
子
亦
知
祿
山
必
反
、
言
於
上
、
上
不
聽
。
」
「
三
 丁
酉
朔
、
祿
山
辭
歸
范
陽
、
上
解
御
衣
以
賜
之
、
祿
山
受
之
!
喜
。
"楊
國
忠
奏
留
之
、
疾
驅
出
關
。
乘
船
沿
河
而
下
、
令
船
夫
執
繩
板
立
於
岸
側
、
晝
夜
#行
、
日
數
百
里
、
$郡
縣
不
下
船
。
自
是
有
言
祿
山
反
、
上
皆
%
&、
由
是
人
皆
知
其
將
反
、
無
敢
言
。」
（
８
）
『
治
鑑
』（
卷
二
一
五
）
は
の
よ
う
に
記
す
。「
李
林
甫
爲
相
、
凡
才
'功
業
出
己
右
(爲
上
厚
、
勢
位
將
逼
己
、
必
百
計
去
之
。
尤
忌
文
學
之
士
、
或
陽
與
之
善
、
以
甘
言
而
陰
陷
之
。
世
謂
李
林
甫
『
口
有
蜜
，
腹
有
劍
。』」
（
９
）
例
え
ば
『
治
鑑
』
に
の
よ
う
な
安
祿
山
の
掌
書
記
の
記
載
が
あ
る
。
「
)、
雍
奴
人
、
本
名
不
危
、
頗
有
辭
學
、
*
+河
朔
、
貧
困
不
得
志
、
常
歎
曰
、
『
高
不
危
、
當
舉
大
事
而
死
、
豈
能
齧
,根
求
活
-。』
祿
山
引
置
.府
、
出
入
臥
	。」
意
を
得
な
い
が
.府
に
入
る
の
は
何
も
中
/以
後
だ
け
の
こ
と
で
な
い
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。
（
0）
例
え
ば
『
治
鑑
』
の
天
寶
十
三
載
二
 の
記
載
に
の
よ
う
に
あ
る
。「
己
丑
、
安
祿
山
奏
、『
臣
部
將
士
討
奚
・
1丹
・
九
姓
・
同
羅
等
、
勳
效
甚
多
、
乞
不
拘
常
格
、
超
加
賞
、
仍
好
寫
身
付
臣
軍
授
之
。』
於
是
除
將
軍
五
百
餘
人
、
中
2將
二
千
餘
人
。」
こ
れ
は
固
よ
り
安
祿
山
の
人
心
掌
握
の
3に
つ
い
て
4べ
た
部
分
で
あ
る
が
、
同
時
に
邊
帥
の
5人
力
の
大
き
さ
を
も
反
映
し
て
い
る
。
『
治

鑑
』
の
同
年
の
記
4に
、
ま
た
の
よ
う
に
あ
る
。
「
哥
舒
翰
亦
爲
其
部
將
論
功
、
敕
以
隴
右
十
將
・
特
6・
火
拔
州
7督
・
燕
山
郡
8火
拔
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歸
仁
爲
驃
騎
大
將
軍
、
河
源
軍
使
王
思
禮
加
特
、
臨
太
守
如
・
討
副
使
范
陽
魯
炅
・
皋
府
督
渾
惟
明
竝
加
雲
麾
將
軍
、
隴
右
討
副
使
郭
	乂
爲
左

林
軍
。
…
翰
又
奏
嚴
挺
之
之
子
武
爲
度
官
、
河
東
呂
湮
爲
支
度
官
，
封
丘
尉
高
爲
掌
書
記
、
安
邑
曲
爲
別
將
。
」
こ
れ
ら
は
み
な
、
當
時
の
府
指

の
人
力
の
重
さ
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
（
）
ま
た
『
治
鑑
』
に
以
下
の
よ
う
な
記
が
あ
る
。
天
寶
九
載
「
五
、
乙
卯
、
賜
安
祿
山
東
郡
王
。
將
帥
封
王
自
此
始
。
」
「
八
、
丁
巳
、
以
安
祿
山
河
北
采
訪
處
置
使
。」
こ
の
年
十
一

安
祿
山
は
入
す
る
。
「
上
命
有
司
先
爲
 第
於
昭
應
。
」
「
上
自
幸
!
春
宮
以
待
之
。
」
と
あ
る
。
"年
の
春
「
上
命
有
司
爲
安
祿
山
治
第
於
親
仁
坊
、
敕
令
但
窮
壯
麗
、
不
限
財
力
。」「
甲
辰
、
祿
山
生
日
、
上
#
貴
妃
賜
衣
$・
寶
%・
酒
饌
甚
厚
。」「
安
祿
山
求
河
東
度
。
二
、
丙
辰
、
以
河
東
度
使
韓
休
珉
爲
左

林
將
軍
、
以
祿
山
代
之
。」
（
&）
「
'何
七
官
昌
(」
詩
は
以
下
の
り
。「
有
時
忽
惆
悵
、
匡
坐
至
夜
分
。
明
空
嘯
咤
、
思
欲
解
世
紛
。
心
隨
長
風
去
、
吹
散
萬
里
雲
。
羞
作
濟
南
生
、
九
十
誦
古
文
。
不
然
拂
劍
 、
沙
)收
奇
勳
。
老
死
阡
陌
*、
何
因
揚
+芬
。
夫
子
今
管
樂
、
	才
冠
三
軍
。
,與
同
出
處
、
豈
將
沮
溺
群
。」
（
-）
『
治
鑑
』「
天
寶
十
載
（
九
）」
に
.の
よ
う
に
記
す
。「
安
祿
山
將
三
兵
六
萬
、
以
討
/丹
。
」
こ
の
年
の
三
、
安
祿
山
は
戰
爭
を
發
動
し
て
い
る
。
「
三
、
安
祿
山
發
蕃
0
1騎
二
十
萬

/丹
、
欲
以
2去
秋
之
恥
。」
と
あ
る
。
（
3）
『
治
鑑
』（
卷
二
一
六
）
は
、
安
祿
山
と
哥
舒
翰
の
不
和
の
事
を
天
寶
十
一
載
十
二
以
後
と
記
す
。
（
4）
李
白
「
天
長
使
鄂
州
刺
史
韋
公
德
政
5」
に
見
え
る
。
（
6）
「
江
上
答
崔
宣
7」
に
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。「
太
8三
9
:、
明
星
玉
女
峰
。
;仙
下
西
嶽
、
陶
令
忽
相
逢
。
問
我
將
何
事
、
湍
波
<幾
重
。
貂
裘
非
季
子
、
鶴
=似
王
恭
。
謬
忝
燕
臺
召
、
而
陪
郭
隗
蹤
。
水
流
知
入
>、
雲
去
或
從
龍
。
樹
繞
蘆
洲
、
山
鳴
鵲
?鐘
。
@期
如
可
訪
、
台
嶺
蔭
長
松
。」
（
A）
詩
に
言
う
。
「
昔
攀
六
龍
飛
、
今
作
百
煉
鉛
。
懷
恩
欲
報
B、
投
佩
向
北
燕
。
彎
弓
綠
弦
開
、
滿
不
憚
堅
。
閒
騎
駿
馬
獵
、
一
射
兩
虎
穿
。
回
旋
C流
光
、
轉
背
D雙
鳶
。
胡
E三
F息
、
知
五
兵
權
。
鎗
鎗
G
雲
將
、
却
掩
我
之
妍
。
多
逢
剿
H兒
、
先
I
J生
鞭
。
據
鞍
空
矍
鑠
、
壯
志
竟
誰
宣
。
蹉
K復
來
歸
、
憂
恨
坐
相
煎
。」
〔
譯
付
記
〕
本
稿
は
復
旦
大
学
教
授
・
査
屏
球
氏
が
二
〇
〇
五
年
五
二
十
七
日
（
金
）
に
早
稻
田
大
學
L山
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
宋
文
學
特
別
M演
會
の
席
上
で
「
詩
人
之
心
與
詩
家
之
事
│
│李
白
・
十
到
幽
州
・
解
」
（
譯
・
寺
尾
）
と
題
し
て
發
表
さ
れ
た
M
演
の
原
稿
を
、
今
回
さ
ら
に
加
筆
訂
正
し
て
寄
稿
さ
れ
た
も
の
の
N譯
で
あ
る
（
タ
イ
ト
ル
は
M演
時
と
同
じ
）
。
な
お
、
M演
時
に
置
き
と
し
て
氏
が
語
ら
れ
た
御
言
Oを
こ
こ
に
P
Qし
て
N譯
し
て
お
き
た
い
。
詩
人
の
心
と
詩
家
の
事
（
査
・
寺
尾
）
83
早
稻
田
大
學
は
私
が
訪
れ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
た
大
學
で
あ
り
ま
す
。
こ
ち
ら
に
は
私
が
ひ
た
す
ら

し
續
け
て
い
る
松
浦
友
久
先
生
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
松
浦
先
生
の
作
の
多
く
は
中
國
語
に

譯
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
た
と
え
ば
『
詩
語
の
相
』
『
李
白
傳
記
論
』
『
李
白
究
』『
李
白
│
│詩
と
心
象
』
な
ど
は
私
も
大
い
に
發
さ
れ
ま
し
た
し
、
今
も
	、
私
は
學
生
た
ち
に
重

な
參
考
書
と
し
て
先
生
の
御
書
を
紹
介
し
て
お
り
ま
す
。
本
日
は
、
み
な
さ
ん
と
李
白
の
こ
と
に
つ
い
て
討
論
し
、
松
浦
先
生
へ
の

の
氣
持
ち
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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